
  栃木県生活協同組合連合会 

2018年7月度スケジュール 

6 日 (金) 日本チェーンストア協会との懇談会 

9 日 (月) 第2回くらし部会 

NPO法人とちぎ消費者リンク事務局会議 

10 日 (火) 第1回常務理事会 

災害対策交流会 

栃木県県民生活部、保健福祉部 部長訪問(総会終了報告) 

11 日 (水) 日本協同組合連携機構(JCA)全国交流会議 

12 日 (木) 平成30年度食品安全セミナー(大田原市) 

NPO法人とちぎ消費者リンク事例検討委員会 

13 日 (金) 中央地連大規模災害対策協議会 

17 日 (火) とちぎ子育てネットワーク(栃木市) 

18 日 (水) 栃木県労働者福祉協議会幹事会 

20 日 (金) 協同組合交流会打合せ 

21 日 (土) 被爆者国際署名県民会議 

24 日 (火) 第1回中央地連・運営委員会 

中央労金交流会 

25 日 (水) とちぎ消費者カレッジ(共和大学) 

27 日 (金) 栃木県労働者共済生活協同組合総代会(全労済) 

28 日 (土) 第34回日本環境会議福島大会「原発と人権」 

29 日 (日)  〃 

【7月度の振り返り】 

◇機関会議 

9日 第 2回くらし部会 

10日 第 1回常務理事会 

20日 協同組合交流会打合せ 

 

◇行政関連 

10 日 県民生活部、保健福祉部 部長訪問 

(総会終了報告) 

 

◇ネットワーク活動 

12日 平成 30年度食品安全セミナー 

17日 とちぎ子育てネットワーク(栃木市) 

25日 とちぎ消費者カレッジ(共和大学) 

 

◇被災地支援・防災の取り組み 

 7日 被災地の情報提供…｢3.11を忘れない｣を転載 

10日 災害対策交流会 

13日 中央地連大規模災害対策協議会 

28日～29日 第 34回日本環境会議福島大会「原発と人権」 

 

◇その他 

6日 日本チェーンストア協会との懇談会 

11日 日本協同組合連携機構(JCA)全国交流会議 

18日 栃木県労働者福祉協議会幹事会 

21日 被爆者国際署名県民会議 

24日 日生協中央地連運営委員会 

27日 栃木県労働者共済生活協同組合総代会(全労済) 

 

<NPO法人とちぎ消費者リンクの活動> 

9日 事務局会議 

12日 事例検討委員会 

以上 

 



                県連活動                 

１．機関会議 

⚫ 7月 10日(火)、第 1回常務理事会を開催 

【議決事項】次月度の活動計画と決算報告承認、8月定例理事会の附議議案(活動報告と決算報告承 

認、次月度以降の取り組み報告・くらし安全安心課との交流会・理事長専務会議・｢ヒ

ロシマ、ナガサキの被爆者が訴える核兵器廃絶国際署名」の再実施提案・会員総代会の

開催状況)、通勤手当既定の新設、出張旅費規程の新設   

【協議事項】くらし安全安心課との交流、理事長専務会議、｢ヒロシマ、ナガサキの被爆者が訴える

核兵器廃絶国際署名」の再度の取り組み、 

【報告事項】通常総会開催報告、5月度 6月度活動報告、エネルギー基本計画へのパブリックコメン

ト、生協検査の実施について 

 

<部会活動・くらし部会> 

⚫ 7月 9日(月)、2018年度第 2回くらし部会を開催しました。 

冒頭でアジア太平洋資料センター(PARC)制作の DVD「エビの履歴書」を視聴

しました。私たちが消費するエビの多くは輸入もので「養殖」と「天然」に分

かれています。しかしながら、そのどちらにも持続可能な方法と、環境破壊

を助長する方法があることがわかり、値段だけではなく消費者が店頭で選べ

るような「エビの生産履歴表示」の必要性を考えました。 

部会では、くらし部会主催学習会計画案、第１3回うつのみや食育フェア出

展計画等の協議、地域生協および日生協中央地連の活動報告、交流を行いま

した。また、2006 年度から JA 女性会と共催して

きた「食と農をつなげる会」は、10年目の節目と

なった昨年度をひと区切りとし、今年度は休止す

ることとしました。 

 

 

３．その他 

⚫ 7月 6日(金)、日本チェーンストア協会主催の栃木県生活者懇談会に出席しました。 

 日本チェーンストア協会※では、連携して諸課題の解決や、より楽しく豊かな社会の実現に寄与すること

を趣旨とし、消費者、行政、事業者が参加する懇談会を各地で開催しています。栃木県では 4 年に 1 度

開催されます。今回は県内消費者団体 4団体と県、チェーンストア協会から計 41名が参加し、協会の活

動報告と、環境問題への対応や食の安全にかかわる取り組み等についての質疑応答、意見交換を行い

ました。 

日本チェーンストア協会…1967年設立。通常会員(イオン、ヨーカドー等スーパーマーケット)56社、特別賛助会員

20社、賛助会員 423 社 （平成 30年 4月 20日現在）。設立の目的は、チェーンストアの健全な発展と普及を図る

ことにより、小売業の経営の改善を通じて、わが国の流通機構の合理化、近代化を促進するとともに、国民生活の向

上に寄与する。  

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                     

⚫ 7月 18日(水)、栃木県労働者福祉協議会幹事会に出席しました。 

 中央労福協で開催される会議、研修会等への参加報告と、この秋に開催する、参加団体対抗の球

技大会(軟式野球、バレーボール、チャリティーゴルフ)の計画等が議題となりました。 

 

エビの履歴書－育てる人と食べる人 

日本に入るエビのほとんどは輸入もの。インド
ネシア、中国、タイ、ベトナムなどの生産地で、
エビがどのように育てられているかを追う。 

http://www.parc-jp.org/video/sakuhin/ebirireki.html


⚫ 7月 11日(水)、日本協同組合連携機構（JCA）主催の全国交流会議に参加しました。(東京) 

 4月に発足した日本協同組合連携機構（JCA）主

催で、県域の協同組合連携組織を対象に全国交流

会議が開催され、38都道府県から約 130名が参加

しました。「県域の連携組織の到達点と課題を共

有すること」「JCAの役割・機能の紹介と県域組織

からの要望をいただくこと」という目的のもとに、5 つの県域組織から協同組合間の連携事例の

報告があり、その後グループワークを行いました。グループ発表では「連携の重要性を実感でき

た」「交流や研修の機会を増やしたい」等の意見がありました。 

■グループワーク・テーマ 

①協同組合間連携に取り組むとしたら何をやりたいか ②本日の気付き ③JCAへの期待・要望 

 

⚫ 7月 24日(火)、2018年度第 1回中央地連・運営委員会が開催されました。 

当日の議題は以下の通りです。 

<全体概況報告> 7/23現在の西日本豪雨災害の影響と対応について報告(今後 BCPの補強、見直し

も進める)、日本生協連 2018 年 6 月度概況報告、ｺｰﾌﾟ共済連 2018 年 6 月度事業

進捗報告 

<運営・組織関連> 日本生協連第 68回通常総会開催報告、2018年度第 1回事業種別連合会情報

交換会開催報告、「日本の生協 2030年ビジョン」の検討の進め方、憲法改定

問題の進め方、ヒバクシャ国際署名の集約状況、子どもの未来アクションキ

ックオフ開催報告および今後の進め方、東日本大震災復興支援の取り組みに

ついて、2018年介護保険報酬改定と生協の事業対応、「再エネ開発研究会」

の設置と進め方、エネルギー基本計画改定骨子への意見提出について、中央

労福協「2018年度政策・制度に関する要求と提言」について 

<事業関連> 会員生協と日本生協連の連帯・共同化の概況報告、2018年度経営セミナーの開催

について、ヘルシーｺｰﾌﾟの取り組みについて 

<管理関連> 収益認識会計基準への対応について、2018年度全国生協監事懇談会委員およびエ

リア別相談役体制、2017年度期末監査の監査意見への対応、執行役員の追加選任 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JCAウェブサイトより 

※参加日程のお知らせ等 

◆日生協 2030年ビジョンづくりに向けて⇒生協の未来の可能性を探るワークショップを実施

します。ご意見はビジョン論議に役立てます。 

(中央地連) 11/1(木)11時～16時 プラザエフ 組合員対象   

11/2(金)13時～17時 プラザエフ 職員対象 

◆憲法改定問題の進め方⇒日生協として会員生協での学習活動を支援する取り組みを実施。 

①「憲法問題学習資料 PART6」PDFを日生協情報プラザに掲載。印刷資料も有ります。 

②「学習会:日本国憲法を学ぼう！(仮) 講師:伊藤 真 弁護士｣ 

8/29(水)13時～TKP八重洲カンファレンスセンター 



              ネットワーク活動              

１．とちぎ消費者ネットワーク 

⚫ 7月 25日(金)、2018年度第 3回とちぎ消費者カレッジを開催しました。<参加者 49名> 

 共和大学の 1年生を対象に、服部弁護士が講師を務め、近時の消費者被害についての啓発と対

処方法等を伝えました。また、学生アルバイトを巡るトラブルが問題になっていることから、い

わゆるブラックバイトの見分け方や問題回避、対処方等について具体的な質疑応答があり、学生

は興味を持って聞き入っていました。 

■演題:事業者とのトラブルを避けるために 

■講師:八幡山法律事務所 弁護士 服部 有 氏 

 

２．とちぎ食の安全ネットワーク 

⚫ 7月 12日(木)、平成 30年度食品安全セミナーを開催しました。<参加者 69名> 

■基調講演: 事業者だけでなく、消費者の皆さんにも知ってほしい 

HACCPは食の安全になぜ必要か～HACCPってなんだろう～ 

■講師:宇都宮大学名誉教授 宇田 靖 氏 

■報告:栃木県保健福祉部生活衛生課より 

「県における HACCP普及推進の取組」 

 2018 年 6 月 7 日に「食品衛生法改正」が衆議院で成立

しました。これにより、2021年から、全食品事業者に「HACCP

方式による食品の安全管理」の義務化が適用されることに

なります。食品の安全性の確保における事業者、行政の責

務と、消費者に求められる安全意識や、取り組みを理解する重要性等、HACCP による安全管理の

必要性を、具体的な手順を示しながらわかりやすく解説いただきました。 

 

 

          防災・被災地支援の取り組み             

１．防災の取り組み 

⚫ 7月 10日(火)、2018年度災害対策交流会を開催しました。<参加者１5名> 

 各地で豪雪や集中豪雨、40℃を超える気温等、異常気象が頻

発しています。今回の災害対策交流会では、 

①県内の気象特性を学び、気象の影響による自然災害の発 

 生例を知ることで、各事業所に起こりうる災害を予測し、 

未然防止策を考える。  

②異常気象の原因となる地球温暖化の抑制のために、事業 

 所から排出される温室効果ガスの削減策を考える。  

以上 2つを目的とし学習しました。また、日生協中央地連より、大規模災害対策協議会の内容に

ついてご報告いただきました。 

 ■講演:栃木県の気象特性・気象災害 地球温暖化による異常気象 

  講師:宇都宮地方気象台 調査官 石森 啓之 氏 

 ■報告:中央地連大規模災害対策協議会 2017年度まとめと 2018年度活動計画(案) 

  日生協 総合運営本部中央地連事務局 渡邊 大輔 氏 

 



⚫ 7月 13日(金)、日生協・中央地連主催、大規模災害対策協議会が開催されました。 

 大規模災害対策協議会(大災協)は中央地連管内の大規模災害対策に係る活動の推進を目指し

た横のつながりとして、自主的な組織として設立されました。災害対応は、生協の事業継続・早

期再開とともに、行政への応急生活物資供給等被災地支援を重要課題として位置づけています。 

以下の報告・提案の他、7月の西日本豪雨災害による会員生協事業への影響について現状報告

と、日生協緊急物資備蓄庫の見学も行いました。 

1.大規模災害対策協議会委員長の選任と運営体制の確認 

2.中央地連 2017年度重点課題のまとめ 

3.大規模災害対策協議会、2017年度まとめと、2018年度活動計画 

4.MCA無線「2017年度のまとめと 2018年度活動計画」 

 

２．被災地支援の取り組み 

⚫ 西日本豪雨災害支援 

 「2018年 7月西日本豪雨」 緊急募金について 

  現在、会員生協で「2018年 7月西日本豪雨緊急支援募金」に取り組まれています。実施

後、生協連が会員生協よりお預かりした募金は、日生協に送金し以下の通り活用されます。 

 (1） 期間：2018年 7月 12日（木）～ 9月 20日（木）（予定） 

（2） 募金先 : 

①義援金 自治体を通じて被災された方に直接配分 

中四国地方を中心に、被害の大きい都道府県・市町村への送金を予定。 

②支援金 民間団体が行う被災地の生活支援などの活動に活用 

被災地の復興支援・生活支援を行う民間団体の中間支援組織等への支援を想定。 

 

⚫ 7月 7日(土)、被災地の情報提供 

みやぎ生協さんの発信「3.11 を忘れない～被災地のいま～第 59 回 地域外の人へ、次の世代

へ、伝え続ける難しさ」をホームページに転載しました。 

  



 

栃木県生活協同組合連合会 2018年 8月度、9月度の活動予定 

 

2018年 7月 31日作成 

 

●その後の予定 

10月 13日(土) うつのみや食育フェア出展 <宇都宮市城址公園> 

10月 11日(木) 食品安全フォーラム「食品表示について」 <栃木県庁> 

10月 22日(月) 憲法学習会 <とちぎ健康の森大会議室> 

10月 26日(金) 理事長専務会議 (※講師都合により変更有り)  

11月 01日(木) 生協検査 

12月 02日(日) ECOテック＆ライフとちぎ 2018出展 <マロニエプラザ> 

2018年8月度スケジュール 

1 日 (水) MCA防災無線訓練(日生協) 

2 日 (木) 第3回食の安全ネットワーク世話人会 

7 日 (火) 第2回定例理事会 

栃木県くらし安全安心課との意見交換会・懇談会 

21 日 (火) NPO法人とちぎ消費者リンク事務局会議 

23 日 (木) 宇都宮市食品安全懇話会 

29 日 (水) NPO法人とちぎ消費者リンク事例検討委員会 

31 日 (金) NPO法人とちぎ消費者リンク理事会 

2018年9月度スケジュール 予定 

2 日 (日) 平成30年度 栃木県・鹿沼市総合防災訓練(鹿沼市・粟野総合運動公園) 

3 日 (月) 第3回くらし部会 

とちぎ農業躍進プラン中間検証委員会 

4 日 (火) 第3回とちぎ消費者ネットワーク幹事会 

6 日 (木) NPO法人とちぎ消費者リンク・消費者契約トラブル110番 

7 日 (金) 2018年度協同組合交流会 

11 日 (火) 第2回常務理事会 

13 日 (木) 食の安全ネットワーク全体会 

14 日 (金) 労働者福祉協議会幹事会 

20 日 (木) 日生協中央地連組合員活動委員会 

25 日 (火) 日生協中央地連運営委員会・県連活動推進会議 


